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むすび

は じ め に

大小100余 の民族的構成を有する多民族国家 ソ連邦中,殊 に く歌の国〉の

誉れ高いウクライナにおいて,何 れの国,何 れの民族の中ににで もある拝情

歌が如何に息づき花開いているか?特 に極めて豊かな内容を持っウクライ

ナ仔情歌の諸相について研究し,科 学的分析を混 じえての拝情歌の性格を,

ウクライナ歴史歌謡との分析統計を含む綜合的比較研究において明確に把握

し,合 せてその意義について若干の考察を加えたい。

第1章:ウ クライ ナの名称 とその地理的条件

A名 称
　なア　ヨロ　

ウク ラ イナ の本 来 の 名 称 は 小 ロ シ アで あ る。 〈yKpaiHa>と い う語 は12世 紀
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ソ 　 　　

1の年 代 記 に 初 め て あ らわ れ,BKpai即 ち 国境 地 方 の 意 で各 地 に 使 用 さ れ て い

た が,後 に は 小 ロ シ アを 指 す こ とに な った。

B位 置,面 積,人 口(資 料1,A参 照)

ユ,ソ 連 邦 ヨー ロ ッパ ・ロシ ア南 西 部 に あ り,北 か ら束 に か け て ロ シ ア連 邦

に 囲 ま れ,南 部 に黒 海 とア ゾ フ海 を抱 え,南 西 部 で モ ル ダ ヴ ィア,北 部 で

ベ ロル シ ア と接 し,西 側 で は 北 か ら ポ ー ラ ン ド,チ ェ コス ロバ キ ア,ル ー

マ ニ ア の東 欧 諸 国 とそ れ ぞれ 国 境 を接 して い る。

2.ソ 連 邦 中人 口及 び 経 済 的 重 要 性 に お い て 第2位 を 占め る共 和 国 で1922年

ソ 同盟 に加 盟 した。

a面 積 …603.700平 方 倫(ソ 連 中 第3位)

b人 ロ…47,136,000人(1979年 調 査)

c首 都 は キ ェ フで あ り,25州 よ り成 る。

C自 然

1.地 形 … ウク ラ イ ナは 主 と して小 高 い 高 地 を有 す る平 原 で形 成 され,南 東

部 に ドネ ツ丘 陵(刀loH61工KHhKPH>K),西 部 に ヴ ォル イニ ・ポ ー ドリャ高地

(BoπblHon頭6凸cKaHBo3Bbl【HeHHocTb)が あ り,そ の 中 央 に 八HenP(ド

ニエ プル)河 な ど(プ リピ ャチ 川,デ ス ナ川)が 流 れ,ウ ク ラ イ ナ大 平 原

が 広 が って い る。 北 部 及 び 北 西 部 に は 河 川,森 林,草 原,沼 沢 が 多 い が,

南 半 部 に は 河 川 が少 な い 。

2.気 候 …a北 部,北 西 部 は 大 陸 性 気 候 。 しか し大 西 洋 の 影 響 で 比 較 的 降 水

量 が多 い。 北部 と南部 の 降水 量 は東 へ 行 くほ ど減 少 して い るが 南 半 部 は 降

水 量 少 な く気 温 が 高 い ため 蒸 発 が 多 い 。

b気 候 は 一 般 に は 温 暖で1月 の平 均 気 温 は摂 氏 一5度 ～-6度 で

あ り,夏 季 半 年 間 の気 温 は摂 氏10度 を下 らない 。

3,土 壌,植 物 分布 に よ る分 類(3地 帯)

注l

a森 林地方…降水量多 く混合林に富み,ポ ドゾル土壌を持ち,沼 沢地が

多い。(キ ェフの緯度に達している。)

b森 林 ステップ地方…湿潤で温暖な気候を持ち,樹 林少なく肥沃な黒土

を有す。さらに ドニエプル右岸(低 地に広葉樹林がある)と 草原の ドニ
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エブル左岸(峡 谷によって切断された沿岸に広葉樹林と松林 との狭い地

帯がある)に 分けられる。

cス テ ップ地帯…全 く樹林がなく南方に行 くほど栗色土壌に変化す る黒

土を有し,特 に東部では周期的に日照 りに悩む草原地帯が広がっている。.

D産 物

1.温 暖な気候の上,土 壌 も肥沃な黒土地帯が大部分を占めている(第1章

C項2及 び3のb,c参 照)た め,植 物が豊かであらゆる種類の温帯作物が

良 く生育し,南 部は綿花,密 柑などの亜熱帯作物の生育が可能である。

2.北 部及び西部には貴重な森林が広がってい る。(第1章C項3のa,b

参照)

3.ド ニエプル下流域に主として広がる草原地帯(第1章C項3のc参 照)

には有用鉱物が埋蔵 されている。(コ ークス炭,無 煙炭,耐 火煉瓦,石 灰

岩,マ ンガン,岩 塩,陶 土,褐 炭,泥 炭なの有用鉱物が多 く,農 業及び工

業に必要な天然資源が頗る豊富である。)

E農 業の発展

1。 領域が高度に耕地化され温暖を好む工業用作物(ビ ー ト,向 日葵,煙 草〉

が比較的多い。

2.ぶ どう園その他の果樹園が多い。
注2

3,秋 蒔小麦の作付が広 く行われている。

以上ソ連邦で も豊かな地域と目されている。

第II章:ウ クライ ナ の歴 史 的背景(資 料1,B参 照)

A

1
.

a

注3
ウクライナにおける原始共産制の構成

は　
ウクライナ地方において人間最初の足跡は初期旧石器時代にまで遡 る。
注5
中期旧石器時代に人間は現代のウクライナの土地の彩 しい部分に入居し

た 。

注6

後期旧石器時代には既に現代のウクライナ地方全土に定住 した。3.
注7
旧石器時代に人間は狩猟 と食物 として野生動植物の採集に従事し,氏 族4.
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制度一母権制一の生成の時期であった。

5
.

6
.

7
.

&

9
.

B

L

中石器時代漁猟が発達 し始め,弓 が用い られ始めた。

最古の種族団体の組成が始まり,新 石器時代に大いなる発達を遂げた。
注8注9
銅石併用時代と青銅時代に農業と牧蓄業が著しく発展した。

紀元前2000年 の中頃に ドニエプル右岸には部族合同が起った。
注工0紀元前

1000年 までの初に鉄器時代に変った。

原始共産制の崩壊と初期国家形成

紀元前7世 紀までに 「【p四epHoMopbe(黒 海沿岸)の 草原に原始共産制

の崩壊と初期国家形成の時期に遊牧の種族スキタイ人達が移住した。
　セ　　 はユエ

2.彼 等の1つ によって紀元前4世 紀までに国王AT曲 を首領としてスキタ

イ人 達 の種 族 統 一 が 行 わ れ た。

3.紀 元 前7世 紀 →3世 紀 ま で に ウク ラ イ ナの 森 林 ・草 原 の 中 間 地帯 の 地 域

に は地 方 的農 業 ・牧 畜 の 部 族 が 住 み,ド ニエ プル 河 中 流 の右 岸 に住 ん で い

た これ ら部 族 の1部 分 を 若 干 の 研 究 者 達 は 東 ス ラ ヴ人 の 直 接 の 祖父 と見 倣

してい る。

4.紀 元 前7世 紀 →5世 紀 ま で に 黒 海 北 岸 に,奴 隷 制 都 市 国 家 を創 立 した ギ

リシ ャ人 達 が 住 み つ き始 め 農 業,漁 業,手 工 業,商 業 の 大 中心 の5大 都 市

が 栄 え た。

KerchensldiPanchikapeil主12
5.紀 元 前5世 紀 ま で にKepqeHcK曲 半 島 にあ る5大 都 市 の1っHaHTHKane直

Bospor

を首都とする国家BocnOP国 家が起 った。

6.紀 元前2世 紀までにウクライナの草原地方にウラル河沿岸とヴオルガ河
Sarmat注13

沿岸の草原からやって来たCaPMaT人 の部族が占領 した。

7.西 暦2世 紀→5世 紀に草原に居住していた古代スラヴ人達のいたところ
Chernyakhov注14

にqeP朋xOB文 化の部族が居住し,農 業,牧 畜,手 工業に従事 し隣の部族
provintsiya注15

と黒 海 北 岸 の ギ リシ ア諸 都 市 及 び ドナ ウ河 沿 い の ロー マの11pOBH珊 朋 と

取 引 した。
おびただしい

B.西 暦3世 紀→6世 紀に黒海北岸に彩 しい部族や民族大移動の過程におい
Got注16Gunn注17Avar注18

て 誘 い込 ま れ た民 族(roT,ryHH,ABap)が 侵 入 した。

　ロ　 ユ　

9.西 暦4世 紀 →7世 紀 に中 部 ドニ エ プル 河 沿 岸 地 は、AHT族 が,し か しよ
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RusRos

り遅 くPyc或 いはPocの 名称で有名なスラヴ人の部族連合が占領した。
Rus'注20

<pyCb>と い う名 称 は よ り遅 くす べ て の東 ス ラ ヴ 人 達 に広 が った 。

C封 建 的 関 係 の 形 成 発 展 。 古 代 ロ シ ア国 家(8世 紀 →11世 紀)の 成 立

1.農 業,牧 畜,手 工 業 の 発 達 の 結 果,東 ス ラ ヴ人 達 に原 始 共 産 制 構 成 の解

体 が 起 り,封 建 的 関 係 が 形 成 され,国 家 形 成 一 公 国が 起 った 。

2.東 ヨー ロ ッパ の大 部 分 に8世 紀 → 世9紀 ま で に ス ラ ヴ族 が 居 住 した 。

3.ウ ク ラ イ ナの 北 部 地 方 には 諸 部 族 の統 一一が 行 わ れ て い た 。

Podsechinoe注21
4.Ho八ceqHoe農 業 は8世 紀 →9世 紀 に 耕 地 農 業 に 場 所 を壌 った 。

5.村 落 共 有 体 農 業 の個 人 経 営 形 式 が 普 及 し,手 工 業 が普 及 し,9世 紀 に は.

Kiev注22

商 業,手 工 業 の種 族 間 の 中心 地 で あ る東 スラ ヴの 町 は20以 上 あ り,KHeB,
Chernigov注23Pereyas工avP
qepHHroB,nepeHc凪Bπb等 で あ る。

6.バ ル ト海 と黒 海 を結 ん でい た水 路 が9世 紀 に は 重要 な 価 値 を獲 得 し,生

産 の封 建 的 様式 が確 立 され た。

Smerd注24

7.支 配す る階級は領主であ り,住 民の大多数を従属し,搾 取されるCMe餌
Zakup注25KhorOP注26

達 ・3aKyn達,Xo』on達,都 市 の 貧 民 を 構 成 し,農 民 階 級 も構 成 した 。 領
Knyaz,注27boyari11注28

主 はKH∬3b達,BOHPHH達,最 高 僧 侶 階 級 で あ る。

以 上4世 紀 →6世 紀 に カル パ テ ィア 山脈 の 北 東 麓 か ら ドン川 に か け て の 全 域

に定 住 した東 スラ ヴ族 は9世 紀 →12世 紀 に キエ フ を首 都 と と して キ エ フ ・ル

ー シ(ロ シ ア)を 形 成 した
。

Dキ エ フ ・ル ー シの 滅 亡 と民 族 分 化

1.キ エ フ国 家 は11世 紀,12世 紀 に西 方 と北方 に拡 大 した が1237年 →1241年

モ ン ゴル 軍 の 侵 入 に よ って 最 終 的 に崩 壊 し,そ の廃 虚 の 中 か ら東 ス ラ ヴ族 一

は 大 ロ シ ア,小 ロ シ ア,白 ロシ ア の3民 族 に分 化 した 。

2.小 ロ シ ア民 族 発 展 の母 体 とな っ た ウク ラ イ ナの 荒 廃 は 最 も甚 だ し く住 民

は 四散 し,そ の 中心 もキ エ フか ら西 方 の ガ リー チ ・ヴ ォル イニ 公 国 に移 っ

た 。

3.南 部 の 黒 海 沿 岸 ス テ ッ プ とク リ ミア は キ プチ ャク 汗 国(後 の ク リ ミア汗

国)に,カ ルパ ト ・ウク ラ イ ナ は ハ ン ガ リー に 占領 され た 。

4.ウ ク ラ イ ナは14世 紀 に入 る と,ポ ー ラ ン ド王 国 と リ トア ニ ア公 国 の 間 で
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分割され,小 ロシア民族は完全に独立を喪失した。

E隷 属時代

1569年 ルブリンの合同(ポ ーラン ドとリトアニアの合体)以 後,ギ リシア

正教徒であるウクライナ人に対するポーラン ド・カ トリック教会の圧迫,ポ

ーラン ド貴族による賦役強化と土地取上げの結果,ウ クライナ農民は辺境の
注29注30

ドニ エ プル ・ステ ップ に集 団的 に逃 亡 し,ザ ポ ロー ジ ェ ・コサ ック と呼 ば れ,

以後 ウク ラ イナ独 立 運 動 の 中 核 とな った 。

F独 立 運 動 の成 功

きび しい ポ ー ラ ン ドの圧 迫 に抗 して ウク ラ イ ナ民 族 は種 々 の反 抗 を行 った
BogdanKhmernitskii注31

が,遂 に17世 紀 中葉BorπaHXMe価H叫KHhの 指 導 下 に 独 立 運 動 が成 功 をお

さ め,ロ シア との合 併 が決 議 され た 。

Gロ シ ア との合 併

1.1654年 ペ レヤ ス ラ フの コサ ック の代 表 者 会 議 で ロ シ ア との 合 併 が 決 議 さ

れ,ロ シ ア は ポ ー ラ ン ドと戦 っ て ドニ エ プル 左 岸 とキ エ フの領 有 を 承 認 さ

せ た。

2.18世 紀 末 には トル コ と戦 っ て 黒 海 沿 岸 とク リ ミア を,さ らに1793年 →

1795年 の ポ ー ラ ン ド分 割 に よ って ドニ エ プル右 岸 の ウク ラ イ ナを 取 戻 した 。

Hウ ク ラ イ ナ の植 民 地 化

1.ロ シ ア は初 め ウク ラ イ ナ の 自治 を認 め,ゲ トマ ン頭 目制 度 を許 した が,

18世 紀 初 ゲ トマ ン ・マ ゼ ッ パ が スエ ー デ ン と 内通 して ロ シ アに 敵 対 した

(1708年)後 は ゲ トマ ンの選 挙 制 を 皇帝 に よ る任 命 制 に か え,そ の行 政 も

皇 帝 に直 属 の小 ロ シア ・コ レギ アに1722年 移 され た 。
注32

2.エ カ テ リー ナ2世 時代 に は1764年 ゲ トマ ン制度 も廃 止 され,ウ ク ラ イ ナ

は ロシ ア の行 政 県 に 改組 され,農 奴 制 諸 法 令 が 適 用 され た。

119世 紀 後 半 以 降 今 世 紀 まで

1.ウ ク ラ イ ナは ロシ ア の完 全 な 植 民 地 で あ った が,19世 紀 後 半 よ りヨー ロ

てんさい

ッパの穀倉 として世界市場に登場 し,甜 菜の生産で もロシア国内に重きを

なした。

2.鉄 道が90年 代に発達し,フ ランス,ベ ルギーなどの外国資本の流入によ
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ってウクライナ重工業は異常な発達を遂げ,一 躍先進的工業基地に変身 し

た。

3.独 立運動 も一部のインテ リによる秘密結社運動から,次 第に労働者階級

を中核とする全ロシア的な革命運動に結びっき,1903年 にはウクライナ全

域にロシア最初のゼネス トが起 った。以後革命への道を歩んだことは今さ
ま

ら論を侯たない。

第III章:人 種,社 会,宗 教,文 化 と音 楽文化

A人 種

1.小 ロ シ ア人 或 い は 赤 ロシ ア人 と もい わ れ,大 ロシ ア人,白 ロシ ア 人 と共

に言 語 的,種 族 的 に 東 ス ラ ヴ族 に 属 す る。

2.文 字 は ロ シ ア文 字(そ の6字 を 欠 き,別 に3字 を加 え る)を 用 い るが ロ

シ ア語 の 方 言 で は な く,独 立 の1ス ラ ヴ語 を な し,大 ロ シ ア語 か らの分 離

は11世 紀 に始 ま る とい わ れ る。

3.身 体 的 特徴 と して は短 頭(頭 示 数83,15世 紀 以 前 に は 長 頭 的)で 他 の東

スラ ヴ族 に比 し身 長 高 く顔,肩 巾広 く,脚 長 く,皮 膚 ・毛 髪 は よ り暗 色 を

帯 び て い る。

4.ウ ク ラ イ ナ族 は ポ ラ ニ ア族,ウ グ リ ッキ ア族,ト ヴ ェ リア族 の子 孫 と も

注33

いわれ,そ の故地はカルパティア山脈の北東部地域 とされている。

5.ウ クライナ人は元来農民であるが,南 西の山地地方では牧畜や林業を営

んでいる。

6.主 要食料はパン,ジ ャガイモ,ト ウモロコシ,キ ビ,野 菜,豆 ソバなど

で鶏卵や牛乳を多量にとるが,肉 類は豚 と羊を祭 日にのみ食するのが普通。
さ　　

飲酒の風が盛んで,ナ シ酒やキビやアワで作 ったクヴァスが愛飲される。

B社 会

1.強 大な家長権,血 族制が固有の社会制度で,労 働,祖 先崇拝,血 讐共同

体としての大家族共同体が社会構・成の単位であった。

2.女 性の地位は低 く,結 婚はいわゆる購買婚的で特異な風習があり,若 者
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組の役割が大きく花嫁を浴室に導き処女試験を行 った りした。

C宗 教

宗教はキリス ト教化が公式には10世紀後半に行われた。 キエフ ・ルーシの
注35

ウラジー ミル(Bπa耶MHP)聖 公ばビザンチン帝国との政治的結びつきを固め
Bac臆aH薩1AHHa

るため ビザンチン皇帝バシレイオス2世 の妹 アンナを妻に得て,988年 に,

黒海北岸のケルソネス(ヘ ルソン)で 洗礼を受け,キ リス ト教に改宗 した。

帰国後親族及び公国の住民に半ば強制的に受洗させ,そ れ以前大公自身熱心

に崇拝 していた民族的宗教の神像を破壊 し,キ リス ト教を国家宗教として受

け入れた。

キエフ・ロシアにはそれ以前からイスラム教,ユ ダヤ教,ロ ーマ教会(後

の力 トリック)な どの布教が行われてお り,9世 紀にはビザンチン教会の宣

教師 も伝道を行っていた。 ビザンチン教会はキエフを中心とするロシアを単

一の主教管区となし,キ エフに府主教座を置き,コ ンスタンチノープル総主

教の直轄下に入れた。この状態は15世紀まで続 き,キ エフ府主教は殆どビザ

ンチン教会派遣のギ リシア人であった。然し原始宗教の精霊崇拝 も依然根深

く行われていた。信者は主 としてロシア正教徒であるが,バ ブティス トやそ

の他の宗派に属する人々も多い。ガ リチア及びカルパチア地方に居住するウ

クライナ人は大部分がギ リシア正教徒であるが,世 界第2次 大戦後信者はロ

シア正教徒として数えられている。

D文 化

苦難の道を辿ったウクライナ民族の歴史が示す如 くその種族文化は諸民族

の混入が著しく,特 にギ リシア正教はウクライナ民族の精神 ・生活文化を著

しく変化 させ,又 ビザンティン文化 も浸透しているが,な お固有文化が強 く

残 っている。

E音 楽文化 とその起源

1.ウ クライナ人は一般に陽気で音楽を好 む。豊富な民謡及び叙情詩の多 く

は女性によって作 られ,舞 踊 も盛んであるが,16世 紀から17世紀にかけて
注36

外 くのKa3aK(コ サ ック)戦 士 団 の 歌 が 生 れ た 。

2.音 楽文 化 の起 源 は古 代 束 ス ラ ヴ人 か ら発 し,14世 紀 か ら100年 の 間 に形
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成 され た。

3.独 創 的 歌謡 の ウク ラ イ ナ民 族 の フ ォー ク ロア が 音 楽 文化 の 基 礎 とな った 。

　む　　　む　　

そのフォークロアの中に民族の歴史,民 族解放闘争の反映が見出される。

4.民 族音楽は単旋律として発達したが,同 様に声楽的一器楽的及び器楽的

形式において和声的組織として も発達したのである。

第IV章:ウ クライナ拝情歌 とその内容別分類

Aウ ク ラ イ ナ仔情 歌

注37
1.弾 き方と歌い方の名前がnpoTH}KHHenecHH(長 く歌う歌)で 歴史歌謡

と同じもの も含まれる。(歴 史歌謡とは歴史的内容の名称)

2.内 容は社会 日常的な もので明確なテーマが稀薄であるが以下の如 く極め

て豊富である。

a

、b

C

d

e

8士

9

女性の運命

愛について

船曳人夫(日 雇農夫)

他郷に死す者(望 郷)

チユマク

コサ ック(兵 士)

新募兵など

B仔 情 歌 の 内 容 別 分 類

a女 性 の 運 命(2曲 二 見 淑 子 訳)

1.0且MH60KHhKoπo双H3玲,30πoTiiK』K)qi.(資 料II,No.1参 照)

あ あ 深 い井 戸 よ,金 色 の泉 よ

1)あ あ 深 い井 戸 よ

金 色 の泉 よ(3回)

2)だ が も う うん ざ りした 。

世 の 中 を 嘆 い た 。(3回)

3)あ あ 深 い 井 戸 よ

落 ち 込 まな い よ う気 遣 う。(3回)
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4)さ す らい人を愛した

ああ 永久に破滅になるだろう(3回)

5)あ あ 深い井戸よ

落ち込まないよう気遣 う。(3回)

6)さ す らい人を愛 した

そして永久に破滅 してしまった。(3回)

若い女性が結婚 して花婿の両親の家に入ってから不幸な苦 しい 日々を送 るよ

うになり,遂 には生命まで危険に陥った。 しかしそれは悪い人と会 ウて結婚

したからなのだとい う嘆きの歌。

2.qHHBπy3iHeKa甜Ha6yπa(No.2参 照)

或は私は牧草地の湛木ではなかったか?

1)或 は私は牧草地の灌木ではなかったか?

牧草地の中での真紅の実ではなかったか?

私(枝)を 手折って束を作 った。

私の運命はこのようです。

私の運命はいたましい。

2)私 は両親の問では赤ん坊ではなかった。

私は両親の間では愛されなかった。

私を片付け,結 婚させた。

世の中は私にとってどうに もならなかった。

私の運命はこのようです。

私の運命はいたましい。

結婚した女性の悲しみを歌った歌で,花 のように美 しかったのにと嘆いてい

る。以上2曲 とも社会的地位の低い女性の身を只管嘆く悲 しみがひしひ しと

伝って来る。

、b愛 について(1曲 二見淑子 訳)

恋愛,肉 親,夫 婦の情愛,友 情,人 類愛など総ての愛を網羅するもの。

0且r曲MaTH,r曲(お お お母さん)(資 料III,No.1参 照)

おお お母さん,私 を嫁がせて下さい。

53



けれ ど誰にでも良いと言うのではな くて…

そうなれば 私の美は可哀想です。

この歌は"お 母さん,良 い人に嫁がせて下 さい"と い う娘の願いで女性の地

位の低かったウクライナにおいて前述のa項 の2曲 の歌謡にも窺える良き人

に嫁 ぐことだけが女性の幸福にっながったと考えられた。母親に明るく甘え

た軽やかに陽気な歌謡の裏に,母 娘のほのぼのとした情愛が強 く感じられるα

c船 曳人夫(日 雇農夫1曲 二見淑子 訳)

Ta3a6iπiπHcHiM(By四aHbKa)(資 料III,No.2参 照)

そら 白く白く見え始めた雪(船 曳人夫)

そら 白く白く見え始めた雪

もっと 白く見え始めた樫の森

船曳人夫の身体は疲れて痛 くなった

そして 頭 も 白くなった

自分の家がなく生活のため金持の家で働かねばならない船曳人夫の歌。悲

哀に満ちた葬式のような歌である。Byp朋 恥Kiは 辞書によれば〈ヴォルガ河

などの船曳人夫〉 と記載されているがウクライナ人はく 日雇農夫〉とも言いひ

革命前の存在で現在Byp刀aqbKiの 人は存在 しない。に の歌は船曳人夫,日

雇農夫の何れとしてもそれぞれ胸に迫る深い味わいを持っている。

d他 郷に死す者(望 郷1曲 二見淑子 訳)

qye田,BpaTe瓢i営.(資 料III,No.3参 照)

私の兄弟 聴き給え

私の兄弟,私 の友達 聴き給え

鶴は灰色の細い縄のようになって

暖かい国へ飛んで行 く

クル,ク ル,ク ルと

悲 しい鳴声で鳴きながら

他郷で死ね 海を飛び越えるまで

翼を擦 り減 らして 翼を擦 り減 らして

兄弟の中1人 が他国に行ってしまい,故 郷に もう1人 の兄弟が残った。他国
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にいる兄弟は故国に帰 りたい気持を空飛ぶ鶴を見て"故 郷へ飛んで兄弟や友

達によろしく伝えてくれ"と 願むが鶴は"私 は とても飛び切 ることは出来ま

せん。遠いので海をとびこえるまでに翼を擦 り減 らしてしまいます、と答え

たとい う歌。外国へ行ってしまった人或いは他国に死す者の望郷の歌で普通

男性が歌 う。npoTa温{HblenecHHの 代表的な歌で緩慢な1語1語 を延ばして

長 く歌 う歌唱形式が特徴である。

eチ ュマク(2曲 二見淑子 訳)

1「e且,TaxToroP∬He3HaG(資 料IV,No.1参 照)

おい,悲 しみを知らない人 それは

ユ)お いおいおい/悲 しみを知 らない人 それは

けれ ど悲 しみを知らねば私に聞いて下さい

2)お いおいおい/あ あ作男として成長した

むろん幸せな運命は全 く知らないで 全 く おい/

3)お いおいおい/色 々な道を歩いた り

そして他人の牛を追っていた。全 く おい/

人生悪いことのない人はいない。何時でも悲 しみがついて回るのだとい う悲

哀に満ちた歌。

チュマクqyMaK(qyMaUbKH且 … ウクライナ語)と は往年の ウクライナに

おける牛車の駅者の通称で彼等はクリミヤ ・ドン地方へ穀物を運び,魚 や塩

と交換 した。ウクライナにない塩 と魚を得 るため,南 方の黒海に面 したク リ

ミヤ半島まで牛車に毛皮や蜂密 と共に穀物を積んではるば る旅 したがクリミ

ヤまでの道距は遠 く且つ極めて危険であった。草原に屯す る多数のタタール

人に殺害された り,途 中病のため塊れた者は数知れずあった。それ故qyMaK

の歌の内容は故郷から離れ遠い他国に死ぬ内容 となり,普 通男性が歌 う歌謡

が多い。

2LUoBKHeBiHaPHHoqKy(No.2参 照)

キエフの市場で

1)キ エフの市場で

そこにはチュマクがウォッカを飲んでいた
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飲み放題,飲 んで荷車を

飲んで くびきを,そ の上鞭を

自分のすべての財産を

2)チ ュマクは朝早 く目覚める。

そして財布を探って見る

すべてのポケットをひっくり返す

そこにさえ お金が もう何 もない

畜生(鬼 が奪 った)迎 え酒を飲んでいる

この歌は1の 歌 とは全 く趣を異にして陽気でコミカルな体裁を装ってはいる

が,そ の裏に真暗な深渕が 口を開き,言 い知れぬ不安 とペーソスが漂ってい

る。優 しく歌 う歌である。

以上a～eま での歌謡の資料は総て1890年 にキエフ市で出版された
MikoraLisenko注38

1佃KO』aJIHceHKOの く ウ ク ラ イ ナ歌 曲 集 〉 第1出 版 の 中 に存 在 す る。

fゴ サ ック(Ka3aK2曲 二 見 淑 子 訳)

コサ ック とば15世 紀 →17世 紀 に苛 敏 諌 求 を避 け て ドン,ヤ イク,ザ ポ ロ ー

ジ ェ,シ ベ リヤ な ど辺 境 に逃 亡 した 農奴 及 び そ の子 孫 を 無 法 者 乃 至 冒険 者 を

意 味 す るチ ュル ク 語 力 ザ ー フKazakhの な ま りで コサ ックKozak(Ka3aK)

と呼ば れ た。 ドン川 の 畔 の コサ ック は ドン ・コサ ック,ヤ イク 川(今 の ウ ラ

ル 川)の 畔 は ヤ イ ク ・コサ ック と称 せ られ た 。 ウク ライ ナ は1386年 ポー ラ ン

ドと リ トアニ ア両 王 朝 合 体 後 ポ ー ラ ン ド人 進 出 の 舞 台 とな り,農 民 は領 主 に

隷 属 して賦 役 させ られ た が東 南 方へ 逃 亡 す る者 も多 くそ の 脱 出地 は ドニ エ プ

Zaporozh'e

ル 下 流 の"早 瀬 の 向 う側"3anopo》Kbeの 広 大 な無 人 の 原 野 で あ り,彼 等 ば

ザ ポ ロー ジ ェ ・コサ ック と呼 ば れ た。16世 紀 初 頭 ポ ー ラ ン ド諸 王 もモ ス ク ワ

大 公 達 もタ ター 人 の侵 入 を 防 ぐた め に コサ ック を 屯 田兵 化 し始 め,世 紀 末 に

は ドニ エ プ ル ・ゴサ ック も ドン ・ゴサ ック も土 地 を 所 有 し定 住 生 活 に入 っ た。,

1569年 ポー ラ ン ドと リ トアニ ア両 国 の合 同以 後 ウク ラ イ ナ は ポー ラ ン ド領 と

な り戦 士 と して の コサ ック も農 奴待 遇 を 受 け,領 主,代 官,地 方 長 官 総 て ロ

ー マ ・力 トリ ック 教 徒 で あ る とい う宗教 的 敵 意 も加
っ て徐 々 に民 族 分 離 運動

が 醸 成 され た 。 こ の傾 向 は1595年6月 と1596年10月 の ブル ゼ スク 宗 教 会 議 に
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よる力 トリック教会 と正教会の合同後 も変らず正教主教10名 の中教会の問題

でローマ教皇庁の完全な優位を承認した9名 も東方古来の儀式を堅持した。

1596年 の教会合同の結果ウクライナの住民は3つ の宗教集団に分属すること

となった。即ちポーラン ド人のローマ ・力 トリック教徒 と今 日,東 方力 トリ

ック教徒と称されている合同派カ トリック教徒,及 び正教徒のコサ ックであ

る。

1578年 からポーラン ド軍に服役するく登録〉コサックの小常備軍が設け ら

れ,そ れ以外の者は封建的農民に数えられる,所 謂ザポロージェ自治コサッ

クを形成 した。1630年,登 録 コサ ックは8000人 に増加され,正 教徒側の要求

も教会の高職を合同派 と分ち合 うことで一部満された。然しコサ ックの本営

を従属させてお くため,ポ ーラン ドが早瀬地帯にクダーク要塞を構築 したた

め1635年 ～38年 に叛乱が続発したが総て鎮圧 された。ポーラン ド議会は1638

年に登録コサ ックを6000人 に減員 し,自 治 コサ ックの抑圧を意図する法令を
BogdanI(h皿e1'nitskii

通 過 させ た 。 登 録 コサ ック の 士 官Bor双aHXMe』bHHUKH敢 は1647年 地 下 に も

ぐっ て活 動 し,1648年 に ザ ポ ロー ジ ュ ・コサ ック の ゲ トマ ン(首 領)に 選 出

され るや,数 千 人 を 率 い て 奇 襲 に よ りク ダ ー ク要 塞 を攻 略,破 壊 し,夕 夕一

ル人 の 援 助 を得 て1648年5月 ポー ラ ン ド軍 を撃 破 し,ポ ー ラ ン ドに 兵 を 進 め

Khmernitshii

9月 勝 利 を得 た 。1649年3月XMe凸HH照H且 は行 動 を 再 開,ポ ー ラ ン ド軍 は

再 び 敗 北 を喫 し.8月 登 録 コ サ ック を4万 に 増員 し,キ エ フ,チ ェ ル ニ ゴ フ

及 び ブ ラ ツ ラ フ地 方 の 王 側 役 人 をす べ て正 教 徒 に す る とい う協 定 を 結 ん だ 。

か く して コ サ ック は その 自治 権 をめ ぐ り民 族 解放 の悲 願 の下 に,歴 史 上 数 々

の 闘争 を展 開 した の で あ る。

1.0貢HaropiTa曲 》KeH双hKHyTb(資 料V,No.1参 照)

あ あ丘 の上 で 刈 入 れ 人 は 収穫 して い る

あ あ丘 の 上 で 刈入 れ人 は 収 穫 してい る

あ あ丘 の 上で 刈入 れ人 は 収 穫 して い る

一 方 丘 の 麓 に,大 峡 谷 と盆地 を

ゴ サ ック 達 が 歩 い て行 く

お い,広 大 な盆 地 を コサ ック 達 が 歩 い て 行 く
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コサ ックの部隊が大きな峡谷や広い盆地を出た り入った りして行進して行 く
Sagaidainyi

情景を描いているが,17世 紀の実在の人物,コ サ ックの将軍Cara触aHHH且

が自己の妻をコサ ックのシンボル,煙 草 とパイプに交換 したとい う民話に基

づいた歌の序に当る。歴史的情報に覆われてい るため17世 紀の代表的歴史歌

謡として,1982年10月 音楽学会第33回全国大会において発表 したものである

が,歌 唱法式としてはく仔情歌〉のカテゴ リーに入 っている。

1648年 ウクライナに初めて軍隊が生れ戦闘が行われた結果く行進曲〉の誕

生を見た。

この歌はSoloで 歌われるだげでな くChorusと して合唱団でよ く歌われ

るくコサ ックの栄光〉についての歌謡 現在で もウクライナで盛んに愛唱さ

れ,民 衆に最 も愛好されている行進曲風の歌である。

資料は1963年 キエフ国立出版所く芸術〉より出版されたくウクライナ歌曲

集〉である。

2An耳eco賦eHe3axo朋m.(No.2参 照)

まだ 太陽は沈まなかった

1)ま だ 太陽は沈まなかった

だが 暗闇になった

2)だ が 暗闇になった

不幸な人は

ゴサック兵を愛する乙女

3)コ サック兵を愛する

コサック兵は聖なる原へ行 く

私は1人 残っている

4)私 は1人 残っている

私は1人 残っている

乙女で もなく,未 亡人でもない

5)乙 女で もなく.未 亡人でもない

乙女で もなく,未 亡人で もない

若い新募兵のよう
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この歌は俄に出動命令の下 ったコサック兵を愛す る乙女の絶望的な苦悩を描
コ コ コ ロ コ 　 ロ コ コ 　

いている。歌詞の3番 にある〈聖なる原へ行 く〉とは戦うため戦場に赴 くこ
コ の 　 コ 　 コ ロ 　 　 コ 　 　 　

とであり,最 後の歌詞く若い新兵のよう〉とは新兵のように苦 しい生活が待
コ 　 ロ

っているとい う意味。愛するコサ ック兵を戦場に送った別離の孤独 と哀愁が

鮮明に浮彫にされている。

資料は1954年 キエフの国立出版所く芸術〉より出版されたくウクライナ民

謡〉第1巻 である。

以上コサ ックの歌2曲 ば相互に表裏一体を成してい る。即ち前者はコサッ

クの栄光であ り,後 者はその蔭に泣 く女性の涙である。此の世に戦いのある

限りその犠牲となり涙する女性の哀愁が直接(後 者)乃 至間接(前 者)に 切

々と伝 って来る。

9新 募兵(2曲 二見淑子 訳)

徴兵ではなく傭兵で毎年新兵を募集 したがその募兵方法は必要人数を全ロ

シア各州に分け,更 に地区に,最 後に村に募兵数を割 り当て新兵を募 る。各

村では若者のいる家から割 り当て人数に応じて新兵を集めたのであるが,金

持は金を支払って兵役を逃れた。従って多額を支払えぬ貧民は新兵に応募せ

ざるを得なかった。新兵の辛苦は何れの国,何 れの世に も格別であるが,そ
注39

の家族の苦悩 も看過出来ぬ ものがあった。特に17世紀末即位 したピヨー トル
おびただ

1世(n6TpI…Be∬nK雌 大帝)の 治世には度々戦争が行われたため移 しい

兵士が必要とな り,多 数の新兵募集が行われたのである。

1.3a》Kyp湖acHB双oB乱(資 料VI参 照)

未亡人は嘆いた

1)未 亡人は 嘆いた

何故 草が生えなかったか

おいおい,何 故 草が生えなかったか

2)た だ 緑色の庭(果 樹園)だ けが実 った

庭のそばのぶどう園に

おいおい,庭 のそばのぶどう園に

3)そ こに奥方が行った り来た りしておられた
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奥方を案内した

おいおい,奥 方を案内した

4)あ なた,貴 族夫人一奥様方よ

お庭を少 し散歩することをお許 し下さい

おいおい,お 庭を少 し散歩す ることをお許 し下さい

5)お 庭を散歩することをお許 し下さい

手紙を書 くことをお許 し下さい

おいおい,手 紙を書 くことをお許 し下さい

6)手 紙を書 くことをお許 し下さい

町中にあちこち送ることをお許 し下さい

おいおい,町 中にあちこち送ることをお許 し下さい

7)町 中にあちこち送ることをお許 し下さい

新募兵に誰を連れて行 くかをお許 し下さい

おいおい,新 募兵に誰を連れて行 くかをお許 し下さい

8)私 達は金持を新兵に したい

金持はお金を払って新兵にはならない

おいおい,金 持はお金を払って新兵にはな らない

9)私 達は孤児を新募兵にしたい

そして心配を追払う

おいおい,心 配を追払う

尻取 り歌形式のこの歌は夫を戦争で失 った未亡人の悲嘆を描き,金 力で兵役
　 　 　 　

を逃れるのが常である金持と家族の嘆きを見ずに済む孤児を新兵にしたいと

い う民衆の強い願望の蔭に潜む民衆の涙 と苦衷が滲み出ている。

資料は1955年 ウクライナ ・ソビエ ト社会主義共和国科学 アカデ ミー学術探
qepKacbKoi注40}Ka【HKiBcbKoroOxMaTiB

険 隊 が チ ェ ル カ ッ シ コ ー 工 州,ジ ァ シ キ フ シ コ ー ヴ ァ 地 区,オ フ マ チ フ 村 の

L.Yashenko

若 者 グ ル ー プか らJI.分UIeHKOの 解 読 に よ り記 録 した もの で あ る。

2TyMaHHpoM,TyMaHHpoM(資 料VII参 照)

谷 間 に は霧 が,谷 間 に は 霧 が

1)谷 間 に は霧 が,谷 間 に は 霧 が
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盆地には寒気が

新兵はめ ぐり会 う

若い娘と

2)<あ あ,お 早よう,眉 の黒い

ああ,お 早よう,お 早よう/

私に話 して下さい 眉の黒い

この道は何処へ行きますか〉

:3)<道,道

きれいな野原へ

きれいな野原へ,広 々とした場所へ

すいかづらの茂みに 花が咲 く

4)き れいな野原へ,広 々とした場所へ

すいかづらの茂みに 花が咲 く

ああ,そ こに母親が 自分の息子を

新兵として着飾らせる>

5)<出 てお行き,さ あ,出 てお行き,

私の息子 兄の代 りに

あそこで お前のために

お国が 軍服を作っている〉
た や す

16)<私 にとっては,お 母さん,よ り容易いこと

けわ しい山を切 り崩すことが

私にとっては,お 母さん

国王の軍服を身につけるよりも

7)け わ しい山を切 り崩す と

坐って休憩する
つ

何 と国王の軍服を身に着けると

死ぬまで もう脱げない〉
　 　

この歌の2番 の歌詞のく眉の黒い〉というのは若者のことであ り,2人 兄弟

の中,一 家の大黒柱である兄の代りに新兵に応募する弟を母親は精一杯着飾
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り 　 コ 　 コ 　 コ 　 　 り 　 の コ 　

らせなが ら交わす問答形式の歌。息子は国家が軍服を作ってくれているとい
　 コ 　 コ 　 コ 　 コ 　 　 　 コ 　 　 ロ 　 　 ロ 　 　 コ コ コ の コ コ 　 　 　 　

う母親に国王の軍服を着るよりも大きな険しい山を切 り崩すことの方が容易
　

いと答え,そ の理由として"険 しい山を切 り崩 した後は坐って休憩が出来 るひ

然 し一旦国王の軍服を着用すると,も う一生涯脱 ぐことは出来ない"と 生命

の危険を訴え,戦 争の直接の 被害者の断腸の 決別情景が克明に 描かれてい

る。
　　ゼムツィキ　

資 料 は1954年 キ エ フ の く芸 術 〉 出版 所 か ら 出版 され たn.双eMyULKH且 の

く ウク ライ ナ民 謡 〉 の 中 に存 在 す る。

第V章:ウ クライナ拝情歌の科学的分析

今世紀初頭,ハ ンガリーの精神生活に訪れた輝かしい瞬間にマジャール民

族の民族音楽研究を通 し,ハ ンガ リー民族音楽を 確立 した著名な作曲家の

Bart6kB61a及 び音楽教育家で もあったKod削yZolt伽 の民謡分析7項 目

に,独 自の分析5項 目を加味した科学的分析方法を用いて,仔 情歌11曲 の分

析を試みた。

A分 析項目の紹介

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

歌 謡 内容

Cadence

終 止 音

Range

注41最
大 跳 躍 度 数

Scale,Mode

音 列 の性 格

速 度 標 語

Metric

Rllythmic

Syllab五c

Podic(小 節 数)
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以 上2,4,6,9,10,11,12の 英 語7項 目はKodalyとBart6kの 民 謡

分 析 方 法 で あ り,1,3,5,7,8は 独 自の分 析 方 法 で あ る。

B内 容 別分 析 調 査(資 料XII参 照)

1983年11月 分析 調査 の 結果,以 下(資 料XII及 び 資料VIII～XIの 該 当No.

を 参 照)の 成 果 を 得 た。

a1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

女 性 の 運命(第IV章B項a)No.1;No.2

Cade且ce… …2V2;VIVIVI

Tonic(主 音);Tonic(主 音)

V→7(10度);V→6(9度)

7度;5度

注42注43
aminor(Scale);EAeolia(Mode)

Minor的;Minor的

極 め て 荘 重 に;広 々 と

1・・(麺 子);1・ ・(麺 子)

Hetero;Hetero

Hetero(8666);Hetero(10108866)

12Hetero(tetra,tri);Hetero(tri,bi)

b1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

愛 に つい て(第IV章B項b)

Cade皿ce・ … ・・3VIVI

Tonic

VI→6度(8度)

4度

注44
Hexachord(Scale)

はも
Malor的

陽 気 に 楽 し く

H・t…(蜘 子と麺 子の猷 肝)

Hetero

Hetero(11117)

121so(bi)
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ロ 正

2

3

4

5

6

7

日

9

10

11

12

d1

2

3

4

5

6

7

ε

9

ユ0

11

12

ε1

2

3

4

5

船 曳 人 夫(日 雇 農 夫)(第IV章B項 ¢)

CaUe鵬 焙・…・・ユ81

To皿iじ(主 音)

ユー唱(8度)

5度

GA¢olia(Modの

Min匝r的

憩 哀 に み ち て

エ・・(静 子)

Ho加ro

I{唱t¢ro(7655765)

H¢f已ro(‡ri,‡ ¢‡ra,P¢nヒa)

望 郷(異 郷 で の 死)(第IV章B項d)

Cadenoo…3VI3VI

Toni己

VI-b6(魯 度)

5度

正[ε且a¢hord(8kユa1ε)

Minor的

ゆ る や か に

1・・(甚 拍子)

Hgtむro

H匿}t¢ro(556755855)

H凸 悔ro(tetr乱,hε 期)

チ4マ ク(第IV章B項 畦)No.1,No,2

Cadem侶 …V工VIVIlllV

Toni碑;To皿io

lV→7(11度);V一 畳呂(11度)

8度;呂 度

珊



6FAeolia(Mode);DMixolidia(Mode)

7Minor的;Major的

8ゆ っ く り と;余 り速 くな く

91・ ・(髄 子);H・t…(静 子・窒拍子)

10Heterro;Hetro

llHetero(101012101111);Hetero(88885)

12Hetero(penta,hexa);Hetero(tetfa,bi)

f1コ サ ッ ク(第IV章B項f)No.1;No.2

9

2Cadence…VIVIVI

3Tonic

4VI→8(10度)

58度

6EPhrygia(Mode)

7Minor的

8中 庸 に

91・ ・(麺 子)

10Hetero

llHetero(8866888)

12Hetero(tetra,tri)

1

2Cadence…IV7

3Tonic

41V→7(11度)

58度

6F#Aeolia(Mode)

7Minor的

8

91・ ・(麺 子)

10Hetero

232

Tollic

II→3(9度)

8度

AMixolidia(Mode)

Major的

広 々 と

1・・(新 子)

Hetero

Hetero(97797)

Hetero(tetra,tri)

新 募 兵(第IV章B項9)No.1;No.2

;ヱ858

;Tonic

;VII→8(9度)

;8度

;GPhrygia(Mode)

;Minor的

ゆ っ く り と(静 か に 自 由 に);ゆ っ く り と

・H・t…(珪 靴 躯 子)

;Hetero
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11Hetero(7710)

12Hetero(tetra,tri)

Hetero(8788)

1so(bi)

第VI章:ウ クライナ拝情歌の分析統計

第V章B項 の分析調査の後,独 自の統計方法により,1983年11月 統計の結

果,次 のdetaを 得た。(資 料XIII参 照)分 析統計に当り,分 析統計項目番号

は第V章A,B項 と同一となしたが,統 計に不適当な項 目番号2は 省略した。

a

b

C

d

e

f

9

1
.

3

4

5

6

7

8

女の運命2曲

愛について1曲

船曳人夫1曲

望郷1曲

チュマク2曲

コサ ック2曲

新募兵2曲

終 止 音 ・・-To皿ic11

8度,9度,11度 … 各3

10度 …2

4度,7度 … 各1

5度 …3

8度 …6

mlnor…1

Aeolia…4

Phrygia…2

Hexachord…2

Mixolidia…2

Minor的 …8

Maior的 …3

ゆ っ く り…4

18.18%

9.09%

9.09%

9.09%

18.18%

18.18%

18.18%

100%

各27.27%

18.18%

9.09%

27.27%

54.54%

9.09%

36.36%

18.18%

18.18%

18.18%

72.72%

27.27%

36.36%
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広 々 と…2

悲哀 ・荘 重 …2

陽 気 に …1

余 り速 くな く…1

中庸 に …1

101so…0,

111so…0,

121so。 ・・2

12,ノ ト節 数

18.18%

18.18%

9.09%

9.09%

9.09%

号 拍 予1・ ・ 軌 ・9%

91・ ・… 呂7a72%謳 子 …2・&・8%

麺 子 …54545%

-3{1:鵜:::蹴

Hetero…11

1{etero…11

18,18%,Hetero…g

2小 節 … …2

2.3小 節 …1

2.4小 節 …1

3.4ノ 」、節 …4

4.6ノ 」、節 …1

5.6小 節 …1

3.4.5小 節 …1

100%

100%

81.81%

18.18%

9,09%

9.09%

36.36%

9.09%

9.09%

9.09%

以 上 のdetaを 文 章表 現 で 端 的 に総 括す る と,終 止 音 はす べ てTonic(主

音),音 域 は 極 あ て 広 く8度 ～11度,最 大 跳 躍 も同様 に極 め て広 い(8度 が
注46注47注48

54.54%)。 音 列 はAeolia旋 法 が 最 も多 く,Phrygia旋 法,Mixolydia旋 法,

Hexachordが これ に 続 き,Minor(短 調)的 要 素 が支 配 的 で あ る。 速 度 標

語 は ゆ る や か な速 度 が 最 も多 く,〈 広 々 と〉,〈 悲 哀 〉 が 次 席 と な っ てい る。

M・t・i・は殆 どが1・・(同 一肝)で 卸 子が約半数(4獅%)を 占めてし・

る。Rhythmic,Sy11abicは す べ てHetero(異 数)で シ ラブ ルが 同一 で ない
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た め,リ ズ ム形 もま た 同一 で ない こ とが 証 明 され てい る。 シ ラ ブル が 同 一 で

ない こ とはPodicに も影 響 を 及 ぼ し,そ の 大 部 分(81.81%)がHetero(内

訳 は<tri>3小 節 と<tetra>4小 節 が首 位)で そ の相 互 関 係 を 如 実 に あ ら

わ してい る。

第VII章:ウ クライナ歴史歌謡 との綜合比較

A科 学的分析統計の比較(資 料XIV参 照)

同一の科学的分析方法に基づき分析調査 したウクライナ歴史歌謡の分析統

計(大 部分は1982年10月 音楽学会第33回 全国大会において発表,一 部は1983

年11月 分析調査 した)と ウクライナ拝情歌の分析統計を比較調査 し,次 のデ

ータを得た。(資 料XIV…1983年11月 作成)調 査に当 り,第V章,第VI章 の

分析12項 目の中1内 容は歴史歌謡の場合同一 テーマであるため,2Cadence

ともども比較不可能のため,項 目から除外した。さらに第V章,第VI章 の分

析項 目順序を尊重 しつっ細目順序をイロハ順に改め,比 較を明快にするため

仔情歌をAで,歴 史歌謡をBで 記すこととする。

1.細 目順序の紹介

イ 音 域

ロ 最大跳躍

ハ 終止音

二 音 列

ホ 音列の性格

へ 速度標語

トMetric

チ 拍 子

リRhythmic

ヌSyllabic

ルPodic

ヲ 小節数
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2.拝 情 歌 と歴 史 歌 謡 の1順 序 に よ る比 較

A,B各11曲 の た め,以 下 実 数 で あ らわ す 。

イA…8,9,11度 は 各3;10度 は2

B…9度 が5;10度 が4;8度,5度 が 各1

共 に広 い 音 域 で あ るが,A拝 情 歌 の 方 が よ り広 い 音 域(11度)が 可 成

り存 在 す る。

ロA…8度 が6;5度 が3;4,7度 が 各1

B…5,6,8度 が3;4,7度 が 各1

イ 同様 共 に 大 で あ るがAが よ り大(8度 が6)で あ り極 め て 大 きい と

言 い 得 る。

ハA… す ぺ てがTonic(主 音 が11)

B…Tonicが10;Dominant(属 音)が1

A,B共 に 殆 ど主 音,Aは 属 音 が 皆 無

二A…Aeoliaが4;Phrygia,Mixolydia,Hexachordが 各2;mi且orカ ミ1

注49注50
B…Aeoliaが6;Doliaが3;皿inor,Phrygia,Penta-chord,

注51
Mixolydia,Hypo-10niaが 各1

共 にAeolia旋 法 が 最 多,minorが1

ホA…Minor的 が8,Major的 が3

B…Minof的 が12,Major的 が2

BのMinor的 が12(11曲 中)と い うのは1曲 の中 に2種 の音 列 を 有

す る 曲が3曲 あ る ため で あ るがA,B共 にMinor的 性 格 が 圧 倒 的 に

強 い 。Maior的 性 格 は 僅 少 。

へA… 〈 ゆ っ く りと〉 が4,〈 荘 重 ・悲 哀 〉 〈 広 々 と〉 が 各2,<中 庸

に 〉 〈 陽 気 に く も らせ ず に 〉 〈 余 り速 くな く〉 が 各1

B… 〈 ゆ っ く りと〉 が4,〈 荘 重 ・悲 哀 〉 〈 ゆ った り した歩 調 〉 が 各

2,〈 中 庸 に 〉 〈 陽 気 に く も らせ ず に〉 〈 次 第 に ゆ っ くり と〉 が

各1

A,B共 に く ゆ っ く りと〉 が4で あ り,次 にく 荘重 ・悲 哀 〉 が2で 続

き,〈 中 庸 に 〉 が1と な り,殆 ど 同傾 向 を 示 してい る。
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トA…lsoが8;Heteroは3

B…lsoが9;]E【eteroウ よ2

A,Bほ と ん ど 変 ら ず1soが 支 配 的

チA… 号拍子が5で 最多歌 が1箭 号+薯 拍子酪2・ 号拍子書

+静 子酪 ・;舳 リズムは・

B… 号拍子が4で 最多;次 暗 拍子力・2;号 拍子・静 碍 配

馳 静 子;舳 リズム酪1

A・Bは 静 子と呈拍子の差異はあつても2拍 子系統が首位であり,

次 は3拍 子 が続 く とこ ろ は類 似 傾 向 を有 してい る がAに は全 く 自由 リ

ズ ム が な い。

リA…1soが0,Heteroが11(A11)

B…1soが3;Heteroが8

Aは 総 て の リズ ム形 がHeteroで1soは 存 在 しない 。Bの リズ ム形 も

Heteroが 支 配 的 で あ るが 同一 リズ ム形 も少 数 存 在 す る。

ヌA…lsoが0;Heteroが1ヱ(A11)

β …1soが7,Heteroが4

Aは 総 て の シ ラブ ル がHeteroで1soは 皆 無 。Bの シ ラブ ル は逆 に 同

一 シ ラブ ル が63 .63%を 占め 支 配 的 で あ るが,Heteroも 少数36 .36%

存 在 してい る。
　 コ

以 上Aは リ項 との密 接 な相 互 関係 を示 してお り,Bは リ項 と全 く対照

的detaを 示 してい る。

ルA…1soが2;Heteroが9

B…1soが8;Heteroが3

AはHeteroが 大 部分 で1soが 僅 少,Bは 数 値 は少 しか わ る が1soが

支 配 的で あ り,Heteroは 少数(27.27%)を 占 め,AとBは 全 く対照
コ

的なdetaを 示し,ヌ 項とは両者共或程度の相互関係が感知される。
コ

ヲA… ル の1soは2小 節 が2;Heteroの 内 訳 は3,4小 節 が 最 多 で4.

2.3小 節,2.4小 節,4.6小 節,5.6小 節,3.4.5小 節 が 各1
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　 コ

B… ルの1soの 中4小 節が最多で4,2小 節が3,5小 節が1;ル の

Heteroは2.3小 節,4.5小 節,5.6小 節が各1

Aの 小節数は僅少の1soが 総て2小 節でHeteroは3.4小 節が36.36

%で 他は様々な混成小節が各1存 在するのに対し,

Bの 小節数は支配的なlsoの 内訳が4小 節が首位で,2小 節がそれに

続いている。

少数のHeteroは3種 の混成小節より成っている。

B文 学的,音 楽的側面の比較

1.創 作年代は歴史歌謡,発 表仔情歌共に革命前である。

2.歴 史的歌謡には明白なテーマが不可欠であるが,将 情歌には一定のテ

ーマを必要 としない。

3.歴 史歌謡には詩の中に実在の人物,地 名が盛 り込まれてお り,歴 史的

情報に覆われているが,拝 情詩には個 有名詞,歴 史的情報は織 り込ま

れていない。

4.歴 史歌謡は歴史的事件を目撃 した当時の民衆によって歌われたが,好

情歌は特定の出来事を歌 うのではなく,日 常社会的な普遍的内容を有

している。

5,詩 の字数が歴史歌は14,12,10と 大体定まっているが,拝 情詩は全 く

自由である。

6.詩 の内容ば歴史歌謡は概 して単一であるが,野 情歌は極めて多様であ

る。
注52

7.歴 史歌は大体Syllabicで ありながら,装 飾音 も多いが,拝 情歌には

装飾音が極めて豊富である。
注53

8.音 列 は歴 史 歌 謡 に は 皿yMa(Duma)の 音 列 に依 っ てい る メ ロデ ィ もあ

る が,好 情 歌 には πyMaの 影 響 は 認 め られ ない 。

9.拝 情 歌 は 特 にHpoT兄}KHHenecHHと 称 され,1語1語 長 く延ば して

歌 う歌 が支 配 的 で あ る。

10.歴 史,拝 情 歌 共 に 当 時 は 無 伴 奏 で 歌 わ れ た。

C綜 合
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a共 通点及びやや類似点

イ 共通点

1創 作年代は発表 した歌謡が両者とも革命前に限定されている。

2創 作当時,演 奏は楽器を伴わず,無 伴奏で歌われた。

3演 奏に当ってはくゆるやかな〉作品が多 く,曲 想はく悲哀〉が最 も,

多い。

ロ やや類似点
コ 　 　 　

1両 者とも広い歌調であるが,拝 情歌の方がより広 く(11度 も可成 り
　 　 　 　 　

存在する)極 めて広い歌調(音 域)と 言い得る。
　 ロ

2音 程面 も最大跳躍が共に大であるが好情歌の方がより大であ り(8
　 コ 　 コ 　

度が54.54%)1同 様好情歌は極めて広いこととなる。

3拝 情歌は総て主音で終るが歴史歌の終止は大部分が主音であ り,稀

に属音で終ることもあ り得る。

4調 性は共に短調的性格が圧倒的に強いが,歴 史歌謡においてはより
コ 　 コ ロ 　 　

大なるWeightを 占めている。

5Melodyは 共に装飾音で装飾されたものが多いが,拝 情歌の方がよ

り多 く装飾されている(歴 史歌はシラビックな曲 も多い)
　　 　　　ガむ

6リ ズム形は好情歌は完全に多様であり,歴 史歌は大部分が多様であ

るが,少 数(27.27%)の 同一 リズム形 も存在している。

ハ 決定的相違点

1歴 史歌には明白なテーマを必要 とするが,浮 情歌には一定のテーマ

の必要がない。

2歴 史歌には詩の中に実在の人物名,地 名が存在 し,歴 史的情報に覆

われているが,拝 情歌には個有名詞乃至歴史的情報は存在 しない。

3歴 史歌謡は特定の事件を取 り扱っているが,拝 情歌には特定な出来

事ではな く,日 常社会的普遍的内容を有している。

4詩 のシラブルが歴史歌はほぼ一定であるが,将 情歌は全 く自由であ

る。
　　　　

5音 列面では歴史歌謡の中に 刀yMaの 影響 も可成 り見受けられる(特
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に16世 紀)が,拝 情 歌 には全 く見 受 け られ な い 。

6小 節数 は歴 史 歌 は 同一 小 節 数 が支 配 的 で あ る が(少 数 のHeteroも

存 在す る),仔 情 歌 はAllHeteroで 同一 小 節 数 は 存在 しな い 。

7RhythmicとSyllabicが 拝 情 歌 の場 合 は 同一detaを 示 し,極 め て

密 接 な 相 互 関係 が窺 え る が,歴 史 歌 謡 で は 逆 にRythmicとSyllapic

が 完全 に 正 反 対 のdetaを 示 して い る。

第VIII章:ウ ク ライ ナ拝 情歌 の性格

前章の歴史歌謡との比較に基づき,〈 ウクライナにおける拝情歌の性格〉

を次の如 く規定することが出来 る。

1社 会,日 常生活的な事柄について歌われ,明 白なテーマを有 していない。

2内 容種別が極めて豊富であり,そ れに伴って,様 式もまた極めて多様で

ある。

3詩 のシラブルが全 く自由であ り,詩 の節の多様な作品ということが出来

る。

4最 高に広い歌調(音 域が最 も広い)を 有 し.Melodyは 極めて大なる跳

躍をなしてお り,(最 大跳躍度数が最高)歴 史歌謡と同様に,所 謂く躍動

しているメロディ〉と称することが出来る。

5Melodyの 音列は概 してMode(旋 法)か ら構成され,Minor(短 調)的

性格が支配的である。

6〈 ゆるやかな〉 速度が大部分を占め,曲 想としては く広々と〉,〈 悲

哀〉が最 も多い。

7Melodyに は装飾された拝情的歌調が多い。

8シ ラブルの多様に伴い,リ ズム形 もまた多様を極め,両 者の密接な相互

関係が感知される。

9シ ラブルと小節数 も可成 り密接な関係を示 し,Hetero(異 数)の 小節数

が圧倒的に多い。

10歌 唱法式としてはnpoTH皿HHenecHH(1語1語 長く延ば して歌う歌)

が大部分を占め,農 奴の苦悩を中心に歌い上げた農村に伝承の歌謡である。
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以上がウクライナ拝情歌の性格であ り,特 色 としては内容種別の〈チュマ

ク〉をウクライナ独 自のものとして挙げることが出来る。

む す び

歴史歌謡に見られる躍動する歴史的事件の記録 とは異 な り,歴 史と共に歩

み,そ の蔭に花咲 く民族の情感を力強 く歌い上げ,特 として歴史の底に深 く

沈潜する痛ましい傷跡を,烈 しい痛恨と働実を,見 事に蘇生させ,時 代を超

越 し,民 族を超越して,吾 人の胸底に深 く迫 り,魂 を強 くゆさぶるものとし

て,ま た人類の悲願を今に伝えるものとして,〈 民族久遠の記念碑〉の1た

るのみならず,広 大無辺の普遍性と輝げる永遠の光彩と灯火を意味す るもの

と確信する次第である。

将来の研究展望としては,世 界唯一無二を誇る1工yMa(Duma)の 研究に

着手し,AyMa,歴 史歌謡,拝 情歌を通しての〈 ウクライナ民謡の本質〉 に

approachせ んとするものである。

註

1

2

00

4

5

6

7.

ボ ドゾル土壌…Podsol(Podzo1).土 壌型 の1種 。湿潤寒冷な地方に主要な もの

で、一般 に一端は泥炭土 に、他端は褐色森林土 または灰色森林土に接 して現われ

る。主な植生型は ピース,針 葉樹林であ るが,落 葉樹林 や湿草地に も発達す るこ

とがあ る。 日本においては北海道北部に存在し,内 地で も高冷 な山岳地には可成

り広 く分布 してい る。サハ リン,シ ベ リア,北 ヨー ロッパ,カ ナダなどに広大な

分布がある。

秋蒔小麦…春蒔 よ りも収穫 率が高 く,秋 蒔小麦は ウクライ ナ地域の主要農産物で

共和 国の作付面積の40%を 占めてい る。

ウクライナにおける原始共産制の構成・・紀 元前8世 紀 まで の時期に構成 された。

初期 旧石器時代…旧石器時代の最 も長い期 間で多 くの学者は100万 年前 頃～25万

年前 まで続いた と説い てい る。人 々の多 くは川 岸の段丘や湖畔 などに野営 し,洞

穴に住むことは余 りな く裸 身であった と推測 される(概 して温暖であったため)

中期 旧石器時代…約紀元 前10万 年～35000年 までの時代で ヨー ロッパや西 アジア

の洞 窟に居住す る風習が一般 的であ った。

後期旧石器時代 …紀元前35,000年 ～1万 年の時期で現代人 と同種のホモ ・サ ピエ

ンスに属す る所謂〈新人〉が ネアンデルター ル人な どの旧人 とは比較にな らぬ高

度 の知能 と豊富な 内容の文化を もって広 く登場 した。

旧石器時代…中石器時代,新 石器時代に先行する最古の石器時代 をい う。入類が
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10.

11.

12,

13.

14.

15,

16,

17.

18,

19.

20.

21.

22.

23.

24,

25.

26。

27.

28.

29.

30.

31.

32.

現 在 既 に絶 滅 した か,若 し くは生 息 地 を変 え た 洪 積世 のほ 乳 動 物 と共 生 した時 代

の石 器時 代 。(紀 元 前 百 万年 ～1万 年)

銅 石併 用 時 代 …(銅 石 器 時 代)銅(青 銅 また は 鉄)の 冶 金 術 は 知 られ て い て も利

器 の 多 くは まだ 石 で造 られ て い た過 渡 的 な 時 代 を 指す 概 念 。 新 石 器 時 代末 期,或

は 銅 器(青 銅 器 乃至 鉄 器)時 代初 期 の 文化

青 銅 時代 …(紀 元前3000年 ～2000年 まで)金 石 併 用 時代 を青 銅 時 代 に含 め,そ の

初期 を〈 銅 石 併用 〉 期 と大 体理 解 され る。

鉄 器 時代 … 石 器時 代,青 銅 時代 に続 く時代(紀 元 前3000年 以 前)利 器 の 材料 に 精

練 され た鉄 材 を利 用 す る よ うに な っ た時 代

ス キ タ イ人 … 紀元 前7世 紀 ～ 紀 元後3世 紀 に 黒 海 北 岸 に栄 えた イ ラ ン語 民族

HaHTHKane茸 …Panchikapei古 代 ギ リシ アの 植 民 地 で 農業,漁 業,手 工業,商 業

の 大 中心 地 で あ った5大 都 市 のl

CaPMaT…Sarmat(サ ル マ ト人)紀 元 前6世 紀 ～2世 紀 に今 日の ロ シア ・ボ ー ラ

ン ドにい た イ ラ ン民 族

ZhitomerChernyakhov
qepH∬xoB文 化 …Chemyakhovキ エ フ西 隣 の 》KHToMep州 のqep朋xoB市

(}K町OMep北 方24倫)で 発 掘 の 古 代 遺 物 に よ り命 名 され た文 化 と思 わ れ る。

npoBHHUHH…Provintsiyaド ナ ウ河 沿 岸 の 古 代 ロー マの 領 土 ・太守 管 区

rOT…Gotゴ ー ト民 族

ryHH・-Gunnフ ン族(勾 奴)4世 紀 ～5世 紀 に ヨー ロ ッパ を侵 した 遊 牧 民

ABap…Avar(ア ヴ ァー ル 人)コ ー カ サ ス民 族 の1

AHT…Ant東 ス ラ ヴ族 の 中,ド ナ ウ南 岸 に入 った もの。

PyCb…Rus'ロ シ アの 古 名

Podsechiロoe
noπceqHoe農 業 …森 林 を 開い て耕 地 とし,地 味痩 せ れば 再 び 森 林 とす る農 法

KHeB…Kiev・ 中 世初 期 全 ロ シア の首 都,現 在 ウ ク ライ ナ社 会 主 義 共和 国 の首 都

qepHHroB…Chernigov人 口10万 ～20万,ウ ク ラ イ ナ共 和 国 の最 北 部(資 料1参 照)

CMePA…Smerd封 建 的隷 属 農 民

3aKyn…ZakUp古 代 ロシ アの 作 男

Xoπon…KhorOP古 代 ロシ アの奴 僕,農 奴

KHH3L…Knyaz'古 代 ロ シア の公 侯,公 爵

Bo兄PHH…Boyarin古 代 ロ シア,モ ス ク ワ帝 国 時 代 の大 貴 族

ドニ エ プル ・ス テ ップ… ドニ エ プ ル川 沿 岸 の 草 原 地 帯。 資 料1及 び 註29と 共 に第

W章B項f参 照

ザポ ロー ジ ェ ・コサ ック・一ドニ エ プル下 流 のく 早 瀬 の 向 う側 〉 の 広 大 な無 人 の 原

野 に は コサ ックの セ ー チ(本 営)が あ る。

BoUaHXMe∬bHHUKH曲 …BogdanKhme1'nitskii(16世 紀 末 ～1657年)登 録 コサ

ックの 士官 で あ り,ウ クラ イ ナ民 族 解 放 の英 雄

エ カテIJ一 ナ2世 … ロ シア帝 国女 帝(1729年 ～1796年)ド イ ツ生 ま れ。 〈大 帝 〉
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33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51,

52.

53,

と称せ られ る。 在位1762年 ～1796年 。 自 ら〈 啓蒙 専 制 君主 〉 と称 した 。

カル パ チ ア 山脈 … ウ ク ラ イナ の西 部 に森 林 に覆 わ れ て聾 え てい る 山脈 で,中 部 は

ソ連邦 に属 す るが,山 脈 の 北端 は 遠 くポー ラ ン ドに,南 端 は ルー マ ニ アに 延 び て

い る。

ク ヴ ァス…KBacキ ビ,ア ワな ど種 々の 殼 物 か ら 作 る 甘酸 っぱ い 飲 料

ウラ ジー ミル …Bηa八HMHpC朋To且(賢 公)ウ ラ ジー ミル1世(凡 そ955年 ～1015

年)キ エ フ ・ロ シア の大 公 。 大公 ス ヴ ャ トス ラ フ1世 の末 子 と して生 れ父 の死(972

年)後976年 後 をっ ぎ,ノ ヴ ゴ ロ ド大 公 とな り,980年 キエ フ ・ル ー シを統 治 した。

Ka3aK…Kazakコ サ ック(第IV章B項f参 照)

歴 史 歌 謡 …歴 史 上 の 出来 事 を特 定 の職 業 的 専 門 家 が 歌 うの で は な く,事 件 を 目撃

した 当 時 の民 衆 に よ って生 々 と歌 い 上 げ た歌

MHKoπaJI珊eHKo…MikoraLisenko;MHKoπaは ロシ ア語 のHHKo∬a曲 の こ

とで ロシ ア語 で はJlblceHKoHHKoπa貢BHTaπbeB四(1842年 ～1912年)ウ ク ラ

イ ナの 有 名 な作 曲家,ピ ア ニ ス ト,指 揮者 で あ る。

ピヨー トル1世 …n6TpI,BeπHK励 大 帝(1672年 ～1725年)ロ シ ア皇 帝 。1682

年 即 位 後1696年 まで イ ワ ン5世 と共 治 で あ った が1725年 の死 まで 在位 し,ロ シア

帝 国 を大 発 展 させ た ロ シア史 上 偉 大 な皇 帝

qepKacbl{oi…Cherkacikoe州 。 キ ェ フ東 南200楡 の位 置 に あ る州

最 大 跳 躍 度数 …旋 律 の 音 と音 の 問 の最 も大 きい距 離(最 大 音 程)

minor… 短 音 階

Mode… 旋 法。

Hexachord…6音 か ら成 る音 階。6音 音 階

Major… 長音 階

Aeolia旋 法 一・エ オ リア旋 法

Phrygia旋 法 … ブ リギ ア旋法

Mixolydia旋 法 … ミク ソ リデ ィア旋 法

Dolia… ド リア旋 法

Penta-chord…5音 よ りな る音 列

Hypo-lonia… ヒ ュポ ・イ オ ニ ア旋 法

Syllab三c… 各 音 節 を発 音 す る(一 字 一 音式)

皿yMa…Duma… ウク ライ ナ民 謡 。 叙 事 詩 の1種 。 主 にKo63apb(コ ブザ奏 者)

が 弾 き語 りす る独 特 の音 列 を有 し てい る。
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最初の ロシア国家は、 スカンデ ィナ ヴィア半島 とコンスタ ンデ ィノー ブルを

結ぶ主要 交易ルー トにな っていた数本 の大河 を囲んでいる地域に誕生 した。

ドニェ ブル川経 由ルー トにあ るキエ フが、882年 その首都 となった。
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資 料ll

♪&1

1.0茸r、 πy60KH且KOπoノ 田3K),

30πOTiiKJIK)竃{i,{3)

2.A助Ke⊃KMeHi双OKyqH』o,

BCBiTirOPK)K)q既 。〔3)

3.0曲MH60KH負KOπOA月3m,

BoK)cb,皿lo6HeBHacTH,【3)

4.noJlio6H丑anpo逝 八HcBiTa

HPH且AeTbCHnponaCTH!【31

5.0曲MH60K曲KOπOAH3K),

Bolocb,IIIo6HeBnaπa,(3}

6.HOJH{}6Hπanpo且 皿HCBiTa

Ta藍HaBiKHnpoHaJla.

0背rJIH60KH茸KoJloA兄310,30JIoTiiKJ1量oqi

あ ・深い井戸 よ

金色の泉よ㈲

だが もううん ざりした

世の中を嘆いた〔3)

あ ・深い井戸 よ

二見淑子 訳

落ち込まない よ うに気遣 う㈲

さす らい人 を愛 した

あ ・永久に破滅 にな ろだろ う(3}

あ ・深い井戸 よ

落ち てしまわぬよ う気遣 う131

さす らい 人を愛 した

そして永 久に破滅 して しま った

O
ユ

2.

矩2qHHBπy3iHeKanHa6yハa二 見 淑 子 訳

qH∬Bl1ly3iHeKaπHHa6yJla,

(或 い は)私 は牧 草 地 の 灌 木 では なか った で し ょ うか?

qH冊 汀y3iHeqepBoHa6y諏a.

牧 草地 の 中の 真 紅 の実 では な か った で し ょ うか?

B3舩HMeHeno』aMa∬H私(枝)を 折 って束 を作 った

コ リ
lBnyq畦 凹KHnOB∬3aJIH.

TaKa双o朋MO∬,私 の運 命 は この よ うで す

「iPKaA{[朋MOH.私 の運 命 は い た ま しい

qH月BI5aTbKaHe双HTHHa6yJla,

私 は両 親 の中 で は赤 ン坊 で は な か った

qHHB石aTbKaHeKoxaHa6yハa.

私 は両 親 の 間で は愛 さ れな か った

B3H朋MeHinOBiHq朋H私 を片 付 け.結 婚 さ せ た

icBiTMeHi3aB'冊 猟H.世 の 中 は私 に と って ど うに もな らな か った

TaKa皿o朋MOH私 の 運命 は こ の よ うで す

riPKa如 掴MOH私 の運 命 はい た ま しい
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資 料lll

♪色10前ra茸,MaTH,ra薩

0茸ra負,MaTH,ra且,

コ リ

aMeHe3aM1】 藍 ノ叉aH・

TaHeπa最MeHea6H3a51Koro,

60MoeiBpoノ ξH⊃KaJIb.

二見淑子 訳

お・ お母さん

私を嫁がせて下さい

けれど誰にでも良いというのでばなくて

そうなれば私の美は可哀想です

N62

Ta3a6iJIiJIHcHirH,

3a6iJliJIH6i己 πi

皿 工e且Ay6POBOHbKa.

皿 兀e茸 双y6POBOHbKa.

Ta3a60」 】iπoTi皿06ypハaqbKeG

6i、πeHエe曲roJloBoHbKa.

Ta3a6iJlii朋cHirH(BypJIa口bKa) 二見 淑子 訳

そ ら白 く白 く見え始めた雪

もっと白 く見え始めた

樫 の森(樫 の森 も白 く見 え始めた)

樫 の森

船曳人夫 の身体は疲 れて痛 くな った

そ して頭 も白 くな った

♪確31q【yG皿,6paTeMi営

qy6m,6paTeMi哲,

TOBap騒 皿【yMi曲,

Bi几 πiTaK)TbciPHM

IHHypoM》KypaB6πiBBHpi勇.

KJiHqyTbKpy,Kpy,Kpy,

Bηy》KHHiyMpy.

110KHMopenepeJleqy,

KPH丑OHbKa3iTpy,

1くPHπOHbKa3iTpy.

二見淑子 訳

私の兄弟

私の友達 聴 き給え

鶴は灰色 の細い

縄 のよ うになって暖かい国へ飛んで行 く

クル クル クル と悲 しい鳴声で鳴 きながら1

他郷 で死 ぬ

海 を とび越 えるまで

翼 を擦 り減 らして

翼を擦 り減らして
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資 料IV

施1re肯,TaxTorop∬He3Hae二 見 淑 子 訳

re茸,r曲re員 ノTaxToroP∬He3Hae,

お い お い お い!悲 しみ を知 らな い 人 そ れ は

TaHexa営MeHecπ 胚Tae,Tare曲 ノ

け れ ど悲 しみ を知 らね ば私 に 聞い て 下 さ い

re尚,r曲reh/TaBHp三c"BHa且Max,BHeBo而,

お いお い お い/あ ・作 男 として 成 長 した

TaHe3HaB皿acTHHi双oJ【i,Tare貢/

む ろ ん幸 せ な 運命 は全 く知 らな い で 全 く お

い!

re軋re茸,re茸 ノTano双oporaxxo丑 鮒H,

おい お い お い/色 々な 道 を歩 い た り

Taqy}Ki至Bo刑1HacyqH,Tare曲!

そ して 他 人 の 牛 を追 ってい た 全 く お い!

●
1

●
2

♪必2'

1皿OBKneBIHaPHHoqKy,

TaMnHBqyMaKropiπo可Ky;

nponHBBo諏H,叩onHBBo3冨{,

npo皿HBHPMa皿 瓦e蕗3aHO3H-

BcecBoe双06po/

HpoKIIHyBc月 ・{yMaKBpaHUi,

Ta面noJlanaByraMaHUi,

BciKH皿leHiBHBepTae,

皿【OBKHeBIHaPHHoqKy 二見淑子 訳

キエフの市場で

そこには チュマクが ウォッカを飲んでい た

飲み放題,飲 んで荷車 を

飲 んで くび きを その上鞭を

自分のすべての財産 を

チュマクは朝早 く目覚め る

そ して財布を探 って見 る

す べてのポケ ットをひっ くり返す

A泓TaMrpo皿 曲B丞eqopTMae一 そ こ に さえ お 金 が も う何 もな い

HiqHMnOXMeπnTHCHノ 畜 生(鬼 が うば った)迎 え 酒 を飲 んで い る
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資 料V

N至10泊,'

0且,HaropiTa》KeH口i}KHyTb,

0藍,HaropiTa凪eH耳i)KHyTb.

AnOli双rOPOK),

兄poM八 〇ハ胚HoloKa3aKH且 双yTb,

re自,八 〇JIHHOK),re曲,

皿IHPOKOKO3aKK且 双yTb.

HaroplTa}KeHU1》KHyTb 二見淑子 訳

あ ・,丘 の上で刈 り入れ人 は収穫 してい る

あ ・,丘 の上で刈 り入れ人 は収穫 してい る

一方 丘 のふ もとに大峡谷 と盆地 を

コサ ック達が歩い て行 く

おい,広 大 な盆地 を

コサ ック達が歩い て行 く

■
1

り
2

3.

4

5

N62

A田ecOH口eHe3axo双 田lo,

A3po6HJIacbTeMHoTa.

A3po6H凋aCbTeMHOTa_

AHe田[aGπHBaTa双iBqHHa.

KoTpaπlo6HTbl{03aKa.

KoTpa,班06HTbKo3alくa_

AKo3aKiノ 〔eBqHcTenoJle,

30CTaK)CHHcaMa.

30CTaK)c∬ ∫IcaMa...

Ta30cTa【oc∬ πcaMa-

Hi双iBqHHa,HiB汲OBa,

Hi双iBqHHa,HiB双OBa..,

Hi双iBqHHa,Hi明OBa-

PeKpyToqKaMoAo、z罵a.

A皿ecoHueHe3axoπ 旺Jlo 二見淑子 訳

まだ,太 陽は沈まなか った

だが暗闇にな った

だが暗闇にな った

不幸な人は

コサ ヅク兵 を愛する

コサ ック兵を愛する

コサ ック兵 は聖なる原へ行 く

私は1人 残 っている

私は1人 残 っている

私は1人 残 っている

乙女で もな く,未 亡人で もない

乙女で もな く,未 亡人 で もない

乙女 で もな く,未 亡人で もない

若い新募兵の よ う
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資料Vl

●
1

:2.

●
3

4.

5.

∩
6

'7
.

・8
.

・9

.

3a}KyP朋ac兄B双OBa二 見 淑 子 訳

3a}Kyp四aCHB双OBa,未 亡人 は 嘆 く

珊oHeBpo朋 πaTpaBa.何 故 草 が 生 えな か った か

「e茸一lo-re曲,皿oHeBpo朋 』aTpaBa.お い お い,何 故 草 が 生 え な か った か

TiπbKHBpo即B3e∬eHca双,た だ 緑 色 の庭(果 樹 園)だ け が実 った

HoniAca八 〇MBHIIorpa几 庭 の そ ば の ぶ ど う園 に

Pe員 一lo-re茸,noHiAcaAoMBHHorpa几 お い お い,何 故 草 が 生 え な か った か

TaM6apHHaxo双HJIa,

Cy双aPHHIOB双OBa.

「e班 一lo・re貢,cy皿apHHIoB双oBa.

TH6aPHHH-cy双aPHHH,

rlO3BO,πLBCa双ynOry、 π兄Tb.

そこに奥方が行 った り来た りしてお られた

奥方を案 内した

おいお い,奥 方 を案内 した

あなた 貴族夫人一奥 方様 よ

お庭を少 し散歩す ることをお許 し下 さい

re曲 ・K)・re前,no3BoπbBcaπynory[πHTb.

お い お い,お 庭 を少 し散 歩 す る こ とをお 許

し下 さい

no3BoabBcaAynory朋Th,お 庭 を 散歩 す る こ とを お 許 し下 さい

且Pi6HHx朋cToqKiBcnHcaTb,手 紙 を書 くこ と をお許 し下 さい

re且 一K)-re曲,Api6HHxJmcToqlくiBcnHcaTb.

お いお い,手 紙 を書 くこ とをお 許 し下 さい

皿pi6HHx朋cToqKiBcnHcaTb,手 紙 を書 くこ とをお 許 し下 さい

noropoAypo3icmTb.町 中 に あち こち 送 るこ とをお 許 し下 さい

「e且・K)・「e駕IoroPo丑ypo3ic皿aTb・ お いお い ,町 中 にあ ち こ ち送 る こ と をお 許

し下 さい

Horopoπypo3ic朋Tb,町 中 に あち こち 送 るこ とをお 許 し下 さい

1〈oroBpeKpyTH3a6paTb.新 募兵 に誰 を連 れ て行 くか をお 許 し下 さい

re曲 一}o・re茸,KoroBpeKpyTH3a6paTb・

お いお い,新 募 兵 に誰 を連 れ て 行 くか をお

許 し下 さい

0π 双aMOMH6araqa,私 達は 金 持 を新 兵 に したい

BaraqBHKynHTbC兄 金 持 は お 金 を払 って新 兵 には な らな い

「e且一K)-re軋6araqBHKyHレITbC且.お いお い,金 持 は お金 を払 って 新 兵 に は な

ら ない

0朋aMOMHCHPOTy,私 達 は孤 児 を新 兵 に したい

Ta茸36y双eMocbMonoTy.そ して心 配 を 追 払 う

Fe曲 一】ore盟,Ta荷36y江eMocbK,πonoTy.

お い おい,そ して 心配 を追 払 う
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資料Vll

TyMaHHpoM,TyMaH∬poM

1・Ty胡aHHpoM,TyMaH∬poM,

AMopo3AOJ田HOK〕,

CTphaeTbc∬pelくpyTHHa

3MOJIo双o匠oπiBqHHOK)。

2.《0面3双opoBa,qopHo6poBa,

0曲3Z疋OPOBa,3ノ 夏OPOBa'

CKa》KHMeHi,qopHo6poBa,

AKy双Hue藍 皿M兄x・ 八〇pora?》

3.《1HJ151x-Aopora,皿JIHx■ 双opora

A}KBUHCTeeI10Jle…

BqHcTiMnoJliHapo3Ao皿i

KymKa皿HHHP3UBiTae.

4.BqHcTiMnoハiHapo3AoJLπi

Ky皿Ka,肝 田Hpo3UBiTae.

0曲TaMMaTHCBoroα{Ha

ypeKpyTHBnp∬ 双)KaG》.

5.1丑H》K,i江II,盈 【i勇cHHOql{y,

Ta3acTapHloro6paTa,

TaMHaTe6eKpalOTb・ 】皿1{}OTb

rocy双aPCbKeen.πaTTH》.

6.《JIer田eMeHi,MOHMaTI「,

KpyTyropypo3KonaTIイ,

AHi丞MeHi,MOHMaTH,

LlapcbKenJlaTTπHaノ にiBaTH.

7。Po3KonaK)KpyTyropy,

C∬ 双yTa直cnoqKHy,一

兄KHa双iHyuaPCbKenπaTT∬-

Ta旺 双OBiKyB}KeHeCKIIHy》.

二見淑子 訳

谷 間には霧が谷 間には霧 が

盆地 には寒気が

新兵はめ ぐり会 う

若い娘 と

くあ ・,お 早 よう,眉 の黒 い

あ ・,お 早 よう,お 早よ う!

私に話 して下 さい 眉の黒い

この道は何処へ行 きますか〉

<道 道

きれいな野原へ

きれいな野原へ,広 々 とした場所へ

すい かづ らの茂みに 花 が咲 く

きれいな野原へ,広 々とした場所へ

すいかづ らの茂みに 花 が咲 く

あ ・,そ こに母親が自分 の息子 を

新兵 として着飾 らせ る〉

<出 てお行 き,さ あ,出 てお行き

私の息子 兄の代 りに

あそ こで お前のために

お国が軍服 を作 ってい る〉

<私 に とっては,私 のお母さん,よ り容易い こと

けわ しい山を切 り崩す ことが

私に とっては お母 さん

国王の軍服 を身に着けるよ りも

けわ しい 山を切 り崩す と

坐 って休憩す る

何 と国王の軍服 を身に着 ける と

死ぬ まで もう脱げない〉
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資 料XII

ウクライナ拝情歌の分 析表

1983.11二 見淑子分析調査

呂鼎



資 料XIIl

二見淑子分析維計

ウクライナ仔情歌 の分析統計表

1983.11
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資料XIV

ウクライナ拝情歌 と歴史歌謡の分析統計比較表

拝情歌 をAで,歴 史歌謡 をBで 示す

1983.11二 見淑子分析調査の上作成
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